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1.ボツショニング

①無走者・走着二塁のとき…….こ墨墨書は、二塁ベース

の度か=位菫する。

α 躇 ―塁、二 一 ニニ ー・コ 、二・聾 、湖
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が曽壼守●の場合は外■に
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O―屋昌書、二塁馴自濃可¬め爆合もファウルラインの

外側こ立つ.

2外野へ0打球の責任■ロ

外野への打球を追う書判は 角度をとりなから書下点:=

海,き、出ず上まって判定する。

A二塁塁姜が外●に位置した場合
CttJ目手より自かって左■●凛障¨̈ …̈……・・……̈ ¨̈・̈
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=コロ臼■。

0左翼手正面の曽■から右口手正百の首後までの打球

……………二塁!::::1lllt,

o嵐口手から向かって右■のr凛 …̈………・…・̈……………

― 著 凹 邊書 。

ュニ量塾書が内側に位口したI合…………………………

外書への打郡出勘bいヽ

C中菫手より向かって左口ar球 ・̈̈・̈ ¨̈ ¨̈・……………

=製星葛.
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二昌出どちらでも■わない。

(2)… 左翼予定仁口颯コまたは■●の■■を含

0)から右翼手定位口0コまたは
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の■球を告いまで

0打導劇貴伸ι浄2
(3)―■奎書は 右■手菫位置から着口●寄り0訂球●責任
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(4)三塁曇申出 左
=手
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=力
ら1ロロ●書りの打撃に責任

=■

つ .

α外野への■■臓ι逍った」H‖ま」
「
球を■定した畿|その場

に留まり、担当して、籠畠は個p響囀に任せる。力′
'―

に行った響胃Rその量の■判J戻るまで、at●
れては1羽ない0情‖ぎをきちんとす→。
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4●●が打撃を■うケース

①自分の費椰自醜リロКライナー)'町たれたら、″ずゴー

アゥトして、止まって■定する。

Oトラブルボールになると判断したとき巳■ いヽ角度をとり

ながらできるだけ近づいて、止まって判定する。

①ライナー性の打球で、明らかにヒットになると刊麟したと

きは、■市の中方を蜀口し、そ¢
"鮨

Dプレイ:こ11える。

豪トラブルポール

ィ_右」は た̈ の勲●(ライナ→

…

壇け 測胤硼諄 (ライナー)

′ヽ 外″手が習走するフェンス藤の用嗜0イナー)

二.I野手が集まる男日ま(ライナー)

●そ研薔

C暉―ルに正対しながら、走者とペースも自分の首面日E
けるポ繁′ョニングをとる(リミング(劉限:などヽ

C■u邸ざ曽を銀ってチラッと1日目する。●きながらで絆わ

なι、

Q“選をル‐に行く場合、打球t脚 以 籠●●■
■偵分の青後にいる)"、 自分の担当し,サ週崚カバー

197

◇

囲

囲

―

■■●

=曇
●●

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ ノ

ヽ

ヽ
ヽ

21Ю
11)|:



o■り呻

"メ

カニクス

無走者00
(a)=■手よリライン害り0打理を三鳳彙●″■った
0合
PL
二塁での・プレイLE二る「.

1ヨ

"奢

走書の一ヨ麟口
=●
●し、■■走■,こ二に■菫する

までは モ●■に留t●.訂嗜餓 二晨に自か,ヽ ■奢

メニ塁̂●口したらホロnでC〉 1∠レイに■える、
IB                   l
二塁での・プレイに重二6■

■B
ヨ漱瀬 い、その

'力
t口田・■菫●、Zレ 12L=ヨ壁±

ろまで そ4躊0に,きる。

●泊
=rよ
V,イレ薔V●1■■―■■ Hnl,た

・■0
■

瀾口
"―
日出
"日
,‐」
"ユ
露‐ つブ

ツここ●基1■ ■■,セ
=」=:=`■

tⅢ,た0… る・
IB

鋼田卜 ●
"力
‖口.腱虫 ゼ堕曇」輻塗

二■r■劇腋:■じヽ
■1,

こ■
'0「
″■
=出
■|・

■,

こ■‐ ■2`」L■

=2

●臥 螂 =タ
ス

彙走者00
0左
=手
から右口手までの打■嗜二晏■●r■つた

場合

H.

ニユでの・プレイl二塾えるヽ

IB

tr構
"ヨ
田曝を●ロレ.訂書

'議
メニ■●■濾する

ウでは、その場:=口虫4"奢 走者が三■に向かい、球書
がニユヘ霧出したら本ユわ セセイ生Eえ ]・.

】IB

I摯を追い、その

"力`鼈
口・寵定機、・プレイがニヨ菫主

導 で'その■に留蟄

“■コ

ニユペ

…

し、二こでの 1∠レイEEえ奎・・

(0内ロゴロによって―墨でプレイが生じるときの議

自の■き

,L
i著走者の崚力

=“
フィー1治点までついてい|、 その後

‐毬での・プレイ旦聾:る
°
(嬌申劇R―二手のyベ ー

スから口れたり、スワイプタック0自いタフグ)、 タッグアウ

ト方向へ0●螢コ、打■磐讀所‖
"口
脇

"口
など:口を

檜佐するため

“

フィートライン
=Cに'lD

―■1・●●・2ヒ」に」睦る、
口B

二」
『
●のプレイ」堕ol

lロ

ニ塁で,・∠とイに重二●■

メ濾

/ヘ
ヽ

◇

◇

203

８

一

0 0

ぐ

a"

1: ・ ‐
=



●●仄颯メカニクス

走者一塁

外■への打嫁の書の翻 の責任

(■ )二晨墨曹は 内■力に仕●し、そ0位口に ■●―ス0
-塁寄り、二曇寄りどもらでも綸もな1ヽ この■●、外

,へ0鷲摯0イナー)に対する責任は■たれヽ

(2)一塾日割ヽ 中麟手
=位
置征面また0宙後のJ菫を含

いから右ス●寄りの却劇可職 ●絆つ.

(3)三曇畠●は、中壼手い ち
==“
寄り0打なに■任

=ホ「
,.

ズ躊

0暉A●メカニクス

走者一塁00

口
‐

ヽ

・

／
ヽ

′ヽ
/ 「

―
コ

■
Ｉ
Ｊ

■
１
コ

Π

＝

』

■̈■m●

三●●●

207

b)'FI,f .t t, tlrlfrt=llltla Al*
PL
-.r'to'rvltrlut.

IB
--'fl+o r r r, 7, t rrrfi{*ro-lf,rHE
l^ -I!o) 'ziE!l!!'. --&r:Itsttt\
I #=I^rral,frt+I^Eir).

IIB

-.:gtEfiL'(, -!8*o:!gltlllt^ -'
:!w) 2iEli.11

rB
tntrlr\ rotrrtl. rfrr, zy7.4E
5i!' .to,lilta.

ffE 27r lolt. tlit*Bltl rt+t&'[Gl
ttrrd. totrB$rlF:tL Et'(t<.

b) +!!f *UelofBtt-Illlrrla t,t*
PL

-*ao, t /, tat }lrtJtjarro-dliltlE
u, rvlffitt,*. \Eao'2!S'lt6.

IB
tnitrr\ ro{rra .r$tr' Z!j.t-t t
Etr tolrt*E.

IB
-':rru*aua. -ldtto:lEtllEl^ -'
=Eao z!!E!l,i' !&ttl fiiirto-
E^rt$lY.r+6ttl

ぐ

1__′ゝ

ヽ l

｀ヽ、

―

●

2“

口B
二曇での●プレ■些口とコ・.

B09

=壼===ラ



□ 走者満塁(0

●●メ」|メ
"==タ

ス

(=ニニ審r内側に使●した場合)

(0中晨手より圭

"ゆ"■
を日■晨●.″口った場合

PL
二塁走書のタッグアップを■ロス本墨で0'ブヒ

`E■えるヽ

lB

内野内に詢●または・リミンz・ によって、一襲 のタッ

グアリプおよび二出餞二

…

口触里キロ■
`し

、一・

=二
での・プレ」1」旦i■ 1・.

コB
二 `二畠田キリ0マウン助

"に"L坤
のタフ

グアップおよび三塁麟ヨ●●●して、二 二ヽ塁での2レ
イに菫える■
■3
打球い 、その行方を確■・■力■,・プレイ豊

=菫
菫立

るまで'そdト ロ,る。
付

“

ニコ走‐■
"E量
に戻ったo舎おょび

=ニ
カ奢が二こに

自,った●合、ニユヨ書は三贔に枷●妹 そ
`囃
膨)二

二で,プレイい|―口■●
"賣
饉●,つ.

走者満塁0
(二

"″
内■に位口●■■0)

6)中目手より若儡の打■■―ユニ書″■った■合

PL

程つ ゼ旦堕 壼 1・・
lB

綱 nぉ

“

、そ4時ぉけセ1ロロ・脅嗜鳳 tノレイ」
=』
国蜃主

0まで'その場l=書まる.

11〕

■●

…

ら(ステップ′fヮク)、 一・ニニ走■,タッグ

7フ ア、一曇走書なコ鶴口いよ蘭 ■,■0-■旧四E=

●●し、一・ニニでの・プレイ塾口i二ヽ

■3
ニロた■●タッグアップをロロ味 ニユでのセ2イ LEニ

るヽ

0

ヽ

‐

′
ヽ

2412Ю

ヘ
/ ぐ

／

′／

ノ

‘
―
‥
―
‥
ｒ
ｒ

／

／

242
2B

'■
′ ′

/
ア



走者満塁り 0
にこ■1,ダ■■

"11=|お
燿合1,■1,た,■,■日

“

●■0
ωヨ 膠川 ,イス瞑,●渤‖ コ■腑

",■
職

昴

」出口 ,″″

“

口

“

象ワ2■塾
=

=,

"舶
口饉,は ■せrrル t‐■に。″ ,

″ ,力
…

螂 腑 レ ‐ 贅
=味―■

=“
い0フレイリ基■i

昴

■■
`■

■に■■

"●
3口味 二
=力
●●●,′ア,プ●

よ
`二
壺Lユ
=ロ
ロム =t='つ 2′

`EE“`■,,

薇 工 t"力導 .■‐2住 □L
■

“

r々dE■,■
118 ヨ11`誨,1=:■:●〕〔●|`:1●,,■,,■11=11)● ::11●

■1●,,‐ ,::===i― t,1'●
=:

■|",″イ
`‐

●1111,113=1)●●

■

"田

1,よ
',,イ
ン,■,`,:='(=´ ,1● 1ヽ口1●鮨●●

=●‐ ●。ゼ.Ц.日
=`聖
=

=,

`=l,,11,、

 そ●|::1)●1111`・■1ltllヽ  1奎:`1と::[:[E

」暉
“
日■
“
・

■,

―
=■
●

"口

用

“"口
くヽ ―・二■き

“

,,″ ,
ス

…
=…
… … …●―こ″‐ :ョピ
=■
ιr

■,
コ腱由″ ,″

―
“
=2‐ コ咀目腱晏

244

o■人
`:メ

カニタス

drrr+r5tlgFr5r{,mft =Ilr#lo*,le
P'-

,f,llls, 24Ef rA1
IB
nft :llttfir'I:J4 F*er' -':!Ht)
, z, 7 z/''r,t*o':&r,,luryt!{ora
rEU|Er4 -.:5a, 2qlEl!5'.

!B
fJf,tEl \ r'}E trit ' #l zr!x-#f
Il!'to'Ilrl*E.

IB
ar*,Nrr rrrT rlt l^ 5!o Z{El{
E"

走者浦塁0
にユニロr外口

=位
口した場合および内r手‖ l●

嘲 :Ю‐11胎〕

ヽ

‐

′

ヽ

∧
ヽ

246

ロ

ノヽ
ヽ

240 "7



／

ｂ

[試合前]

●メンパー表提出受付、選手の確認
試合開始予定時刻の30分前までに、メンバー表 3枚 (本部用、球審用、交換用)と選手登録書
の提出を受け、メンパー表記載の選手名、背番号を登録されたものと照合確認する。確認したら
登録書は返却する。
●試合記録用紙 (試合結果報告書)準備
年月日、球場、大会名、チーム名、審判員名を記入する。
●先攻・後攻決め

両チームの主将を呼び、球審立会いのもと先攻・後攻を決め、メンパー表を交換する。球場ル
ール等確認すべき事項があれば、両監督を呼び確認しておく。

<第一試合の場合>
●シートノック
試合開始予定時刻の■5分前を目処に、後攻チームから5分間ずつシ

「

トノックを行う。時間を

計測する。

<第二試合以降の場合>
●球場内での投球練習の許可

試合開始から1時間又は 4回経過を目処に、次の試合のテームの球場内 (外野ファール地域)
での投球練習を認める。捕手は防具を着用し、安全確保のためコーチが付くこと。

[試合開始]
●試合時間の計測開始

球審の試合開始の「プレイ」と共にタイマー又はストップウォッチをスタート、試合開始時刻
を試合記録用紙に記入する。

[試合中]

●打順の確認
メンパー表に印を付けるなどして、打順を確認する。打順の誤りのアピールがあったときは、

球審にアピールの正否を伝える。アピールがなければ何もせず試合を継続する。

●得点の記録

イニングスコアを試合記録用紙に記入する。得点は球審と凛認し合うこと。

[試合終了]
●試合時間での終了

試合時間 (1時間30分、ジュニア大会は 1時間 20分)が経過した場合は球審に伝え、最終回
とする。

●終了時刻の記録
試合終了時刻を試合記録用紙に記入する。

●試合結果報告              ′:Jネ」障局ニ
その日の最終試合の記録者は試合記録用紙を上菫菫型聾に送信する。


